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(state centered）なパラダイムが存在している（ThedaScokpol, ed., 












































































































































































































においても積極的な7＞＇ターとして論じられている。（ PeterB. Evans, 
国軍の歴史社会学的研究のー動向 181
Transnat10nal Linkage and the Economic Role of the State An 
Analysis of Developing and Industrialized Nations in the Post-World 
明Iar Il Period, I 988）。
確かに資本・産業・金融の脱国家化が進展しており，冷戦も終王号した。
しかしこのことが世界経済の統合を意味するわけではない。経済も本質的
にはゼロ・サムであり，グローパノレ化に影響される度合いは各国・各地域
で異なっているのが実状である。競合的な経済関係を左右するテクノロ
シーを開発するために，諸国家は今後も技術開発に多大な投資を行うだろ
う。テクノロジーは国益・安全保障の二つの領域（軍事力と経済力〉に関
わるからである。しかしながらその一方で，脱国家的なネットワ－！！は国
家による保護主義的な防衛政策を制約し，「国際化Jのインセンティヴと
なって国家自身によるトランスナショナノレ化を推し進めることになるだろ
う。そのようなネットワークは国民国家の枠組にゆらぎを生じさせ，従来
の国家を基礎的な単位とするインター・ステイト・システムに構造的な変
容を迫ることになるかもしれない。しかしトランスナショナルになるから
こそ，アリーナとしての国家のもつ意義と役割が重要になるとも考えられ
るロしたがってマンが論じるように，国家と社会の聞の弁証法のゆくえに
ついて早急に結論を下すことはできないのである。
マイケノレ・－＜ Yによる本書は，国家に固有な集権性と領土性という属性
を再考することで，市民社会対国家というこ元論モテ‘ノレを越えようとして
いる点が評価できる。グローバノレ化が進展している今日，国家の自律性を
中心に論じるだけではもちろん不十分であるが，国民国家の変容とその将
来を考えるうえで，本書はひとつの手がかりを与えてくれるに違いない。
